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I　研究主題

伝え合い,分かり合う関係をめざして

一人一人の子供の将来の生活につ善がるコミュニケーション指導の取り組み

Ⅱ　研究主題設定の理由

■- 坪x�ﾒ� ��

お互いに気持ちの通じ合いがあり,お互いのことを理解し合って

いるとともに,お互いに共有できる伝達手段を用いて,主体的に

(注1参照)やり取りしている関係

↓

図1　伝え合い.分かり合う関係

わたしたちは平成6年度からの2年間の研究の中で,子供たちとわたしたち教師との関係

において,わたしたちが目指す｢怯え合い,分かり合う関係｣を築いていくためにはどのよう

な取り組みをすればよいかを探ってきた｡その成果として子供自身のコミュニケーションに関

する力を高めるごとの必要性とともに,教師が子供をよく観察し,気持ちを理解し,十分に尊

重するといった適切なかかわりをしていくことの大切さを学ぶことができた｡ (資料1参照)

しかし,わたしたちの願いは,子供たちがこれまで保護者やわたしたちと築き上げてきた｢伝

え合い,分かり合う関係｣を基に,同様な関係をこれから出会う人たちとも築いてほしいとい

うことである｡

そこで,平成8年度からの2年間の研究においては,一人一人の子供たちが,将来の生活(注

2参照)において,いろいろな人たちと｢伝え合い,分かり合う関採｣を主体的に築いていく

ためには,令,どのような取り組みをすればよいかを呉港的に探っていくことにした｡

(注1)わたしたちが考える｢主体的｣とは｢自ら意欲的に活動してそれを楽しんだり,積極

的に周りに鋤き掛けたりするとともに,場面や状況に自分なりに見通しを持ち,自分で考

えて,選択できること｣である｡ (資料2参照)

(注2)わたしたちが考える｢将来の生活｣とは,主に｢本校卒業後の生活｣という意味である

が,それだけではなく, ｢一年先, -か月先,一週間先の生活｣をも含めたものである｡

そのような意味で｢現在(いま)からの生活｣すべてを｢将来の生活｣と考えている｡

(資料2参照)
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Ⅲ　研究目的

子供たち一人一人が,将来の生活の中で出会う人たちとのかかわり合いの中でその子 

供なりに,｢伝え合い,分かり合う関係｣を主体的に築くことができるようにするために 

はどのような取り組みをすればよいかを実践を通して明らかにするo 

Ⅳ　研究仮説
コミュニケーション指導において,以下の視点を持って取り組むことで,子供たちは,将

来の生活の中で,より多くの人たちと｢伝え合い,分かり合う関係｣を主体的に築いていけ

るのではないか｡

●　子供たちの持つコミュニケーションに関する力を,子供たち一人一人に応じて確実に

高めていく方法を整理する｡

●　子供や保護者の将来の生活に関する願いを踏まえて,長期的視野に立ちながら,子供

や保護者と一緒にコミュニケーションに関する具体的な目標を立て,家庭と学校が同じ

考えの下に協力して取り組み,その具体的実践を評価する｡

●　本校卒業生の進路先での様子から課題を探り,そこから現在のコミュニケーション指

導を考えるとともに,卒業後も保護者や進路先と連携して子供たちを支援する揚(機会)

を積極的に設ける｡

Ⅴ　研究内容



Ⅵ　研究方法(研究計画,研究組織については資料3参照)

今回の取り組みも前回(平成6, 7年度)と同様に,全体研究,グループ研究,学部研究の

三つの研究形態を中心に研究を進めていくことにした｡すべての研究形態で,研究内容1-3

に取り組んだが,その中でも特に中心に取り組んだ研究内容を以下に示す｡

はその研究の形態における中心的取り組みを示す｡

Ⅶ　研究の実際

坪翼型饗 ���#ｨﾚ�(ﾚ�,ﾈ�ふ｢�姿鮮 ��Ε����Δ� 俟"�や:コ:三十÷:千 -∴-:｢:シ≡iン∴∴早 劍ｹ2� ��a.::∴干:∴: 

(1)子供の実態に応じたコミュニケーション指導を考える

(詳細は研究紀要グループ縞参照)

本校の代表的な子供橡を考慮して三つのグループを縞成し,それぞれのグループが対象と

する子供たちのコミュニケーションに関する力を高めていくための手だてを理論とそれに基

づく実践により探った｡なお,今回の取り組みでは,前回の取り組みの理論と実践を基に再

度整理し直すとともに, ｢目指す将来の子供像｣という視点から探っていくことにした｡

表1　グループ研究の研究主題及び子供の様相

グループ名 侈Hｸh甁����対象とする子供の撲相 

Aグループ �(+�,h,�8/�Gﾈ*H+ﾘ-�,ﾈ5H4898轌;�,ﾈﾝﾘ.��_ｸ/�%H.��･言葉を十分にコミュニケーション手段として 用いることができない前語期吸びその周辺の 子供たち 

Bグループ 唸齷¥(髦,ﾈ�8輅6�$(,ﾉ|ﾘ/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,ﾈ轌;��･人との関係が持ちにくく,相手とのやり取り 
の在り方を探る �*ｨ�Zｨ,�,X*ｸ,�*(齷¥(髦,hﾋ�.ﾘ.ｨ.倡�ｹ�+ﾘ+��

Cグループ 唸檠�(*ｩdﾈ*�,�,�.�+ﾘ-�,ﾈ鰮o(,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�%B�.���ﾂ�･言葉をコミュニケーション手段として使える が,うまく言い出せなかったり答えられなかっ たりと言葉を有効に使えていない子供たち 
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(1)これまでのコミュニケーション指馨の問題点を探る(資料4参照)

●将来の生清を踏まえて長期的視野に立 ��ﾈｧxﾕｨ*�.x彿.ｸ-h,ﾈ自_ｹ4�,�*旭�*(,X,ﾒ�
つた一貫性のあるコミュニケーション指 �,�*ﾒﾉ:�+hﾖﾈ*h,ﾈ岑,刋�ﾆx+X+ﾘ竧.��x-ﾒ�

賽の必要性 �/�ﾗ8*ITｹwi�ｲ�

･コミュニケーションの観点を整理してすべての子供の実態把握を的確にする必要 

がある○ 

･子供や保護者が考える子供の将来の生活を踏まえ,多面的な視点から話し合いを 

する必要があるo 

･子供や保護者と一緒に目標を考えるとともに,指導目標を長期的視野に立ち,段 

階的,具体的に設定する必要がある○ 

･子供や保護者と一緒に評価する場を設定し,その評価を基に次の目標を考える必 

要がある○ 

図2　これまでのコミュニケーション指聾の問題点
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(2)家庭と連携し.長期的視野に立ったコミュニケーション指導の在り方を考える

これまでのコミュニケーション指導の問題点を踏まえ,わたしたちは,家庭と連携し,良

期的視野に立ったコミュニケーション指導を図3のような手続きで行うことにした｡

図3　今回のコミュニケーション指導の手続き

ア　子供の実態を的確に把彊する(資料5参照)

わたしたちは,子供の実態をできる限り的礎に把握するために,以下のような観点で初期

アセスメントを行うことにした｡

i子漢の成長の情報を知るための初期アセスメントー 

･標準化された検査結果に関する精報(辰見ビネ-知能検査,その胞) 

･家族に関する情報(家族構成,子供によくかかわる人) 

･医学的な診断,検査結果に関する鯖報(診断名,その胞の検査結果等) 

･生育歴に関する精報(妊娠中,出産時,乳幼児期) 

･教育歴に関する精報(これまでに受けた教育) 

･現在,学校外で受けている指導に関する鰐報 

コミュニケーションに関する情報を知り課題を探るための初期アセスメント ��

言語に関する情報(表出言語,理解言語,読み,書き) ��

社会性に関する晴報(晴緒,対人関係,興味.関心遊び,生活習慣) ��

認知に関する精報(各グループの認知的機能に関する考えを墓に設定) ��

その他 ��

※　コミュニケーションの領域を幅広くとらえて設定した｡

※　アセスメントの観点については,各グループの考え方を整理して設定した｡また,記入し

やすいように, ｢評緬の説明及び具体例｣を示した｡

※　一人一人の様糊をできるだけ詳しく把握したいということから記述式にした｡
i
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イ　子供や保護者の将来の生活への願いや考えを踏まえて,多面的な視点から話し合い
"l

を行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(資料6参照)

わたしたちは,長期的視野に立った一貫性のある指導をするために,まず,子供たち一

人一人の将来の生活について子供や保護者に願いや考えを聞き,それを踏まえた上で進路

や研究に関する専門的立場の教師も交えた多面的な視点からの話し合い( ｢子供や保護者の

意見を聞く会｣)を開くことにした｡

l子供や保護者の意見を聞く会の実施l 

ーI 

参加者 子供,保護者(家族) 担任教師(2-3名) ��一本〝"Ll 劔 

i参加者の紹介,会の主旨説明l 

進路担当教師(1名) 研究担当教師(1名) ･子供の参加は本人や保 護者が希望した場合とす る〇 ･保護者(家族)は子供 冤 

子供や保護者の将来の生活についての願いや考えを聞く � 

I 

子供や保護者の願いや考えを踏まえて話し合いを行う 

･初期アセスメントを墓に子供や保護者と話 

とかかわりのある人であ 劔し合いを行うoその中で進路やコミュニケ- 

れば何人でもよいo 劔シヨン指導という立場から,子供や保護者が 考える将来の生活を実現するに当たって必要 なこと等も話し合う. 

話し合いを基に板目猿を設定するl 

･上述の話し合いを基に,今後の指導の方向 

性を共通理解するo 

･仮目標を基に担任が具体化し,学部で共通 

理解するo 

図4　子供や保護者の意見を聞く会

【子供や保護者の意見を聞く会の意義】

●　一人一人の将来の生活について,子供や保護者の願いや考えを聞くことができる｡

●　話し合いに進路指導や研究の担当教師が参加することで　進路やコミュニケーションに

関する情報を専門的に子供や保護者に提供したり,アドバイスしたりできる｡

●　子供や保護者の考えを踏まえて多面的な話し合いをすることで　長期的視野に立った適

切な指導目標を設定することができるとともに,一貫した指導が期待できる｡

●　子供や保護者が自分たちの将来について考えるきっかけになるとともに,子供の課題を

自分たち自身で考え,積極的に教育に参加することが期待できる｡
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ウ　子供や保護者の願いや考えを踏まえて.段階的,具体的に目標を設定する(資料7参照)

指導目標は,以下のような観点から設定することにした｡

●　子供や保護者の願いや考えを踏まえて将来の子供橡を念頭に置き,それにつながる段階

的な目標を設定する｡段階ごとのつながりが分かるように轍系図で表記する｡

●　コミュニケーションの幅を広くとらえるとともに,子供たちの生活の質を高めていくよ

うな目標を設定する｡

●　学期目標については,いっ,誰が,どこで行うということなどを具体的に明記すること

で,確実に指導できるようにする｡

学校卒業目標

学部卒業目標

学年　目　標

学　期　目　標

●　目標設定までの手順

子供や保護者 
の意見を聞く会 
の参加者で板目 
標を立てるo 

子供が本校を卒業した後の期待される姿を子供や保護者の

願いや考えを踏まえた上で想定して設定する｡

子操が当該学部を卒業する際の期待される姿を想定して設

定する｡

学校卒業目標,学部卒業目標を見通して, 1年間で達成で

きそうなことを行動目標として具体的に設定する｡

学年目標を踏まえて,学期ごとに達成可能な目標を評価が

しやすいような具体的な行動目標として設定する｡

仮目標を基に 
担任が更に具体 
化する｡ 

(子供や保護者の意見を聞く会)

学部の教師で 
検討し,共通理 
解するo 

(学部研究)

保護者と話し 
合い,目標を共 

通理経する. 

(教育相談)

エ　子供や保護者と一緒に評価し.次の目標を立てる(資料8参照)

学期,学年目標の評価については,以下のような考え方で行うことにした｡

●　評価の記入は基本的にÅ～Bの評価基準とそれを補足する特記事項で行う｡

●　評価に客観性を持たせるために,学部の教師全員で一人一人の評価を行う｡

●　家庭での取り組みについては,毎学期の教育相談で保護者と担任が一緒に評櫛する｡

●　単に目標が達成されたかどうかだけではなく,次の目標をどうするかという観点から行う｡

表2　学期末評価の観点(意味)

評価 儷ﾙl�,ﾈ�9j��

A 亂��8,�,X*ｸ.鑓ﾚ�.h.淫ﾘ+X5�6X6(7h4�6(7h+X+ﾙmｩUx-h�ｲ�

B �-�-ｨ,X*ｸ.�*ｩ.�(X-ﾈ,X,�,ﾘ險,�,H*(,�*&��,ﾙ:�+imｩUx,Xﾇ���+X+ﾘ轌;�*ｩTｹwf2�

C �,X*ｸ+ﾘ.な,X*ｸ,�*�,�+ﾘ.�,X��.�+X,�*&�:�+imｩUx,Xﾇ���+X+ﾘ轌;�*ｩTｹwh�ｲ�

D �-�,h/�,x,X*ｸ,�*�,�+ﾘ�ｸ.�*H晴+X5�6X6(7h5�4X98+X+ﾙmｩUx,X,ﾈ竧.��x-ﾘ*ｩTｹwh�ｲ�

E 偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ,�*�,�+ﾚ�ﾋH宿/�ﾖﾈ*h+ﾘ�8,YmｩUx,ﾈﾊ�+ﾈ+X*ｩTｹwh�ｲ��"�
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薬慈論告 乘依�� �� 傚2� 

(1)卒業生の進路先におけるコミュニケーションの様子から課題を探り,現在の指導の在

り方を考える(資料9参照)

本校卒業生の進路先でのコミュニケーションの様子を知ったり,課題を把握したりするこ

とが,頭重韮籍中の子供たちに対するコミェニケ-ション指導を考える際の手掛かりになる

と考え,進路先にアンケートを行ったり,実際に進路先を訪問したりして卒業生のコミュニ

ケーションに関する様相をまとめ,課題を探った｡

アンケートの結果

●　本校卒業生自身が困っている主なこと(事業所,施設,作業所共通)

･周りの人たちとうまく会話ができない｡

･　自分の伝えたいことをうまく相手に伝えられない｡

●　進路先がコミュニケーション指導として学校に望むこと

･　あいさつや返事ができるようにしてほしい｡ (事業所,施設,作業所共通)

･周りの人たちと積極的に会話を楽しめるようにしてはしい｡ (事業所)

･本人が伝えたいことを伝えられるように何らかの伝達手段を身に付けさせてほ

しい｡ (施設,作業所)

(2)卒業後のコミュニケーション指導に関する支援の在り方を考える(資料10参照)

●　卒業生に対して相談を受ける場,支援を行う場を設定する

本校卒業後,子供たちは進路先,あるいは家庭で様々な課題が生じることが予想される｡

そこで,これまで以上に積極的に卒業生を支援する機会を設け,子供たちが卒業後の生活

の中でも様々な人たちと｢伝え合い,分かり合う関係｣を主体的に築いていけるようにし

たいと考えた｡

話　し　合　い　本校在籍時の
一三.▼ 

卒業生 ��本校 ��進路先 
話し合い 剞i路先での様 

保護者 刹ｳ師 倡�/�[x*ﾒ�

;チ"バス 剞纃№｢ ��

来校相談日設定

(月1回)

必要に応じて

随時設定

図5　卒業後のコミュニケーション指導の流れ

※　平成9年度は試行的に実施するために,平成8年度卒業生の中で継続指導が必要と思わ

れる生徒を1名選び,月1回の本人,保護者との話し合い及びアドバイスと進路先との話

し合いを行った｡
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Ⅷ　研究のまとめ

壁 � ���� 

一人一人の子供の持つ力を高めるコミュニケーション指導については,前回の研究(資料l

参照)の考え方を基にしなから,対象の子供たちの将来の生活を踏まえてという視点を加えて

取り組んできた｡その研究の成果と課題の詳細については,各グループの研究紀要に述べてあ

る｡ここでは,各グループに共通する研究内容として,前回の研究で,わたしたちがコミュニ

ケーション指導を行う際の必要な要素と考えた｢伝達手段｣ , ｢認知的な力｣ , ｢対人関係｣

の三つの視点について全体的な立場から明らかになったことをまとめてみる｡

(1)取り組みの成果

伝　達　手　段

●　伝わりやすい伝達手段を習得したことT,子供たちは様々な場面で自信を持って

主体的に他の人とやり取りする姿が見られるようになった｡

●　伝わりやすい伝達手段とは,ある意味では発達的に高次な伝達手段といえるが,

それよりも一人一人に応じた伝達手段を習得させることが,子供たちが主体的に

｢伝え合い,分かり合う関係｣を築くことにつながった｡

●　わたしたちから子供たちへ伝える際も,子供たちにとってどうすれば分かりやす

いかという視点で考えることが重要であることに気付いた｡

認知的な力 � 

-プで整理された認知的な力にアプローチすることは,子供たち一人一人 ●各グノ 

のコミュニケーションに関する力を高めるために有効であった○ 

●子供たちが主体的にコミュニケーション関係を築くためには,常に子供たち自身 

に｢見通しを持たせ,自分で考えることを多くすること｣が大切であったo 

●認知的な力はコミュニケーションの発達を支えるものとして重要であるが,子供 

の生活年齢,実態を考慮して指導を行う必要がある○ 

i 

′ヽ 

●対人関係の発達を促す指導を行うことは,子供たちの周りの人たちとのコミユニ 

ケ-シヨン意欲を高めることにつながった○ 

●対人関係の発達を促す際に,子供たちがこの人と一緒にいて楽しい,この人なら 

信頼できると感じられる存在に教師がなるように努力することが重要である○ 

●対人関係の発達はいろいろな経験の中で培われるものであり,授業や日常生活 

の中で様々な場面を意図的に設定し経験させることも大切である○ 

(2)今後の課題

●　各グループの実践の成果と課題を踏まえて,それを授業の中で更に具現化していく必要が

ある｡
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期的享 偸r� 

(1)取り組みの成果

子　供　の　変　容

(資料11, 12参照)

●　目標達成に向けては,具体的場面を設定して取り組んできたが,そこで達成され

た行動が他の場面にも般化されている姿を見ることができた｡

●　子供に応じた伝達手段を大切にしたことで,子供が主体的に学校での出来事を保

護者に伝えたり,家庭での様子を教師に伝えたりといった様子が多くなった｡

●　一人で近所の店に買い物に行けるようにするなど',コミュニケーションを幅広く

とらえ,生活の質を高めるような目標を設定したことで　地域社会の人たちとも主

体的にやり取りする姿が見られるようになった｡

教師の意識,取り組みの変容 � 

気持ちを理解し,尊重するといった子供たちとの関係 ●子供をよく観察し,子供の 

を築くための基本的な姿勢が本校教師全体に浸透してきたo 

●目標を段階的,具体的にしたことで,それまで漠然としていたことが明確にな 

り,常に意識を高く持って取り組むことができた○ 

●保護者に指導目標を開示したこと?,これまで以上に責任を持ってそれぞれの教 

師が工夫して取り組むようになった｡ 

●学部で目標や評価を共通理解して取り組んだことで.,自分のクラス以外の子供に 

もこれまで以上に目が向くようになったeまた,共通理解の過種を通して,自分の 

クラスの子供に対する指導の手掛かりを得ることができたo 

●小,申学部の教師も子供や保護者の意見を聞く会に参加する中で子供たちの卒業 

後に関する意識が高まり,積極的に情報を得ようとするようになった○ 

保護者の意識の変容 � 

供にはサインを使ったり,写真カードを準備して伝わりやすい ●家庭でも必要な 

伝達手段を心掛けたり,子供の自発的な会話を待とうとする姿勢を持つたりするよ ~になた 

つ←よっLO ●小,申学部の保護者にとってばあまり考えることがなかった将来の生活につい 

て,家族で話題にしたり,実際に施設に見学に行ったりと意識が高くなった○ 

●父親の子供の教育に積極的に取り組もうとする意識が高まった｡ 

家庭と学校との連携の強化 � 

く会の中で一緒に話し合い目標を立てたことで,保護者 ●子供や保護者の意見を聞 

の意識も高まり家庭でも実際に取り組まれることが多くなった｡ 

●家庭や学校での取り組みについて,これまで以上に報告,連絡し合うことが多く なった｡ 
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(2)今後の課題

●　子操を観察する目を養ったり,子供に応じた指導の在り方について更に共通理解したりす

るとともに,これまで以上に専門家としての教師の資質を高める必要がある｡

●　子供や保護者の意見を聞く会の持ち方について,時期,参加者等の検討が必要である｡

●　目標を更に具体化し,実践しやすくする必要がある｡

●　評価に客観性を持たせる方法を工夫したり,観点を整理し直したりする必要がある｡

∴;ん∴ ��諒｣.;,:::::徽::.読;霊;::::--‥遭;;詰 ��

∴∴∴ミ｢.ユ十一一:∴手:一:言-ノiヨ∴ン.:自:羊. 

(1)取り組みの成果　　　　　　　　　　(資料10参照)

卒業生の課題からの指導の在り方の検討

●　卒業生の進路先での課題や進路先の要望を把握することで,将来の生活を考えて

目標を立てる際にもそれを意識して設定されることも多かった｡また,早期から取

り組むことで段階的な指導ができ,子供に無理をさせずに課題解決ができつつあ

る｡

進路先との連携 � 

ミユニケ-シヨンの様子を詳しく伝え,話し合いを持つたこと ●進路先に子供の 

で,進路先でも子供のペースを尊重したり,子供に応じた撒き掛けを行ったりする 様子が見られた○ ●進路先からも子操が困っている際には学校に相談に乗ってはしいなどの要望が出 

され,学校が必要に応じて卒業生と進路先とのパイプ役を担うことが増えてきた○ 

卒業後の指導 � 

I.の様子をこれまで以上に気に掛けることが増えた○ ●卒業生の進路先で 

●子供や保護者も不安に感じていることや困っていることについて,学校に相談し やすくなった｡ 

(2)今後の課題

●　卒業後の支援の機会を月一回土曜日に時間を設定したが,学校行事や学部行事の関係で設

定された日に対応できなかったことが多かった｡今回の取り組みは高等部を中心とした取り

組みであったが,学校行事に組み入れるなど学校全体で考えていく必要がある｡

●　今回は対象を絞った上での取り組みであったが,今後卒業生全員を対象とするとなると,

現実的には現在の体制では対応しきれない｡子供や保護者との話し合いにしても進路先との

話し合いにしても,現窪の体制で行える可能性と限界陸を明確にする必要がある｡
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●　この二年間の取り組みだけで, ｢子供たちが将来の生活で出会う人たちとかかわり合

う中で,その子供なりに『伝え合い,分かり合う関係』を主体的に築いていくことがで

きる｡｣という結論を出すのは困難である｡ただ,二年間のまとめとして言えることは,

子供たちが取り組み前と比べて,主体的に周りのいろいろな人たちとかかわろうとする

様子が見られつつあることである｡それは,一人一人の子供が目標を達成し,変容して

いったとともに,子供を取り巻く教師　そして保護者が変わったことが大きな要因では

ないかと考える｡そのような意味では,この二年間の取り組みを今後も継続し,子供た

ちの目標が一つずつ達成されるとともに,わたしたち教師や保護者が適切なかかわりを

続けることが,本研究の目的を達成するためには不可欠であると考える｡

Ⅸ　今後の課題　(資料13参照)

●コミュニケーションの指導方法に関する更なる研究 

●家庭との連携の荘り方の更なる模索 

●伝えたいという意欲が高まるような感動体験豊かな授業の研究 

●子供たちを取り巻く地域社会との連携の在り方の模索 

●すべての領域において一人一人の子供に応じた指導がより充実するような教育課種の 

編成の検討 
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